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医学部学生の国際保健医療に対する意識調査
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目的　医療系大学のなかで医師養成コースに在籍する学生を対象として，国際保健医療協力に対

し，どのような意識をもち，また，どのような活動を実際に行っているかといった意識・行

動調査を行った。

対象と方法　調査方法としては自記式質問紙調査を用い，国際保健医療に対する意識・行動調査

を行った。対象者は11大学，1,796人の医学部医師養成コースに在籍する学生より回答を得

た。男性1,097人，女性699人で最少年齢は18歳，最高年齢は45歳，平均で男子学生22歳，女

子学生21歳であった。

成績　全体の約3分の1にあたる32.3％の学生が「国際保健医療に興味あり」と回答し，約半数

の54.1％の学生が「将来，国際保健医療分野の仕事に機会があれば関わってみたい」と回答

した。また，「大学で国際保健医療の講義を行って欲しい」と回答した学生も46.0％いた。

一方，「実際に国際保健医療に関わるような活動を実際に行っているか」という質問に，「現

在行っている」または「過去に参加した経験がある」と回答した学生もすでに4％いた。男

女間の比較，学年による比較では，国際保健医療への興味は，男子学生より女子学生のほう

が，また，低学年（1-3年）の学生ほど高い傾向にあった。しかし，活動経験となると逆に

在学期間の長さに比例して高学年（4-6年）ほど高くなっていた。

結論　政府開発援助が予算実績の面で世界一になり，次のステップとして質の高い援助が求めら

れている現在，国際協力に関わる人材の育成は欠かすことのできない問題である。今回の調

査で医師養成コースに在籍する学生の国際保健医療に対する意識，経験の一端として，全体

として国際保健医療に対する興味は高いものの，学年が上がっていくにつれ国際保健医療に

対する興味が潜在化していっている可能性が示唆された。今後の医学教育のなかで国際保健

医療教育をどのように実施していくか考えていく上で一つの基礎資料になるものと期待する。
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